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将来ビジョン１５０
第 ３ 期中期行動計画（前期）を策定

　

皇
學
館
大
学
で
は
、
老
朽

化
し
た
第
一
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

に
代
わ
る
新
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
建
設
に
取
り
掛
か
り
、
そ

の
地
鎮
祭
が
こ
の
ほ
ど
斎
行

さ
れ
た
▼
地
鎮
祭
と
い
う
と
、

土
木
や
建
築
工
事
の
起
工
に

際
し
て
執
り
行
わ
れ
、
現
代

で
は
、
工
事
の
安
全
や
滞
り

な
く
完
成
す
る
よ
う
祈
る
場
、

と
い
う
捉
え
方
が
強
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
▼
し
か
し
、

文
字
ど
お
り
に
捉
え
れ
ば
、

第
一
義
的
に
は
地
を
鎮
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
を

鎮
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
そ
れ
は
、
そ
の
土つ

地ち

を

治
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
神
様

に
、
土
地
を
使
わ
せ
て
も
ら

う
許
し
を
乞
う
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
▼
地
鎮
祭
の
最
も

古
い
記
録
は『
日
本
書
紀
』持

統
天
皇
五
年
十
月
条
に
あ
る

「
新
益
の
京
を
鎮
め
祭
ら
し

む
」
で
あ
る
と
い
う
。
鎮
め

る
と
い
う
の
は
、
土
地
を
治

め
ら
れ
る
神
様
が
荒
ぶ
る
こ

と
の
無
い
よ
う
に
祈
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
▼
お
祭
り
の

中
の
所
作
も
、
土
地
の
神
様

の
許
し
を
得
て
行
う
工
事
完

成
の
予
祝
を
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
鎮
め
物

を
納
め
て
平
安
な
土
地
で
あ

る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
▼
災

害
の
多
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
い
う
信
仰
が
発
達
し
た

背
景
が
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。
地
鎮
祭
を
通
じ

て
、
大
地
が
安
定
す
る
大
切

さ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　茂し
げ

岡を
か

に

　
神か

む

さ
び
立
ち
て

　
　
　
　
栄
え
た
る

千ち

代よ

松
の
木
の

　
　
年
の
知
ら
な
く

紀き
の

鹿か

人ひ
と

将来ビジョン１５０
第 ３ 期中期行動計画（前期）を策定

令和 ７年度〜令和10年度

　
本
学
で
は
「
皇
學
館
大
学
１
５
０
教
育
研
究
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
学
修
者
本
位
の
教
育
を
実
現
し

社
会
有
為
の
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
「
第
３
期
中
期
行
動
計
画
（
前
期
）」
を
策
定

し
た
。
令
和
14
年
度
に
本
学
は
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
佳
節
に
向
け
、
地
域
に
根
差
す
教

育
・
研
究
機
関
と
し
て
一
層
の
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く
。

█「
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育
」を
実
現

█

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
学
び
の
質
を
保
証

　第
一
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を�

建
替
え

令
和
７
年
８
月
竣
功
予
定

　

長
年
に
わ
た
り
学
生
が
使
用
し

て
い
た
第
一
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、

築
40
年
が
超
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
老
朽
化
対
策
と
し
て
建
替
え

を
実
施
。

　

新
た
な
建
物
は
鉄
骨
造
３
階
建
、

延
べ
面
積
約
１
４
５
０
㎡
。
芝
生

広
場
前
駐
輪
場
の
土
地
に
建
て
ら

れ
、
工
期
は
令
和
６
年
11
月
11
日

か
ら
同
７
年
８
月
31
日
ま
で
の
約

10
カ
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　

学
生
が
快
適
に
ク
ラ
ブ
活
動
に

取
り
組
め
る
よ
う
41
の
各
部
室
に

は
空
調
を
設
置
。
２
階
に
は
自
由

に
使
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
ピ
ロ
テ
ィ
）
を
設
け
る
。
ま
た
エ 

レ
ベ
ー
タ
ー
やW

i-Fi

も
完
備
さ

れ
、
降
雨
時
に
濡
れ
な
い
よ
う
約

２
８
４
台
収
容
で
き
る
駐
輪
場
を

１
階
に
配
し
た
。

　

11
月
14
日
、
法
人
本
部
事
務
局

の
秦
昌
弘
調
査
役
が
斎
主
、
祭
式

研
究
部
及
び
雅
楽
部
の
４
名
も
奉

仕
し
、
地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

理
事
長
、
学
長
、
学
友
会
委
員
長
、

施
工
関
係
者
が
玉
串
拝
礼
し
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　駅
伝
競
走
部
主
将�

毛
利
選
手
が
選
手
宣
誓

全
日
本
大
学
駅
伝
大
会
開
会
式

　

11
月
２
日
に
名
古
屋
商
工
会
議
所

に
て
開
催
さ
れ
た
秩
父
宮
賜
杯
・
第

56
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
開
会
式
に
お
い
て
、
本
学
駅
伝

競
走
部
主
将
の
毛
利
昂
太
選
手
が
出

場
27
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
。
毛
利
選
手
は
「
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
合
い
、
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
日
頃
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
大
学
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
こ
熱
田
神
宮
か
ら

伊
勢
神
宮
へ
と
続
く
１
０
６
・
８
キ

ロ
の
伊
勢
路
を
全
力
で
駆
け
抜
け
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
!
」

と
力
強
く
宣
言
。
見
事
大
役
を
果
た

し
た
。

　

そ
の
言
葉
通
り
、
翌
３
日
に
実
施

さ
れ
た
本
戦
で
本
学
は
過
去
最
高
タ

イ
と
な
る
17
位
（
５
時
間
31
分
36
秒
）

で
ゴ
ー
ル
し
、
来
年
の
東
海
地
区
の

出
場
枠
２
を
確
保
し
た
。
大
会
の
模

様
は
２
面
で
詳
し
く
報
じ
る
。

　

本
学
で
は
新
た
に
「
第
３
期
中

期
行
動
計
画（
前
期
）」を
策
定
し
た
。

こ
れ
は
、「
皇
學
館
大
学
１
５
０
教

育
研
究
ビ
ジ
ョ
ン
」（
本
紙
第
99
号
参

照
）
に
示
さ
れ
た
本
学
の
歴
史
と

伝
統
の
継
承
、
及
び
我
が
国
や
地

域
の
中
核
と
な
る
人
材
の
養
成
・

輩
出
等
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と

す
る
も
の
だ
。
令
和
14
年
度
に
創

立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
同
計
画
遂
行
期
間
を
周
年
記

念
に
合
わ
せ
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
14
年
度
の
８
年
に
設
定
。
社
会

情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
前
期
４
年
、
後
期
４
年
に

分
け
た
。

　

具
体
的
に
は
左
表
の
７
項
目
を

柱
に
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て
、 　

特
に〈
Ⅰ
〉の
学
修
者
本
位
の
教

育
へ
の
転
換
は
、国
の「
２
０
４
０

年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
明
示
さ
れ
て
お

り
、
予
測
不
可
能
な
時
代
に
お
い

て
基
礎
的
・
普
遍
的
な
知
識
・
理

解
と
汎
用
的
な
技
能
を
文
理
横
断

的
に
身
に
着
け
、
主
体
性
を
も
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
人
材

の
育
成
は
高
等
教
育
機
関
の
使
命

と
い
え
よ
う
。
そ
の
上
で
重
要
に

な
る
の
が
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
確
立
だ
。

　

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
「
大

学
が
そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
行
う
管
理
運
営
」
と
定
義

さ
れ
る（
文
部
科
学
省
）。本
学
で
は

諸
活
動
の
点
検
・
評
価
を
も
と
に

改
革
・
改
善
に
努
め
、
学
び
の
質

の
保
証
、
第
３
期
中
期
行
動
計
画

の
完
遂
に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

「
安
定
的
な
大
学
運
営
体
制
を
整

備
」「
時
代
に
即
応
し
た
教
育
・
研

究
環
境
の
構
築
」「
行
動
計
画
に
則

っ
た
教
育
内
容
の
充
実
」
を
め
ざ

す
。
学
修
者
本
位
の
教
育
課
程
・

教
育
方
法
へ
の
転
換
を
は
じ
め
、

学
修
成
果
の
可
視
化
、
研
究
の
活

性
化
、学
生
支
援
、高
大
接
続
、地

域
貢
献
、
組
織
運
営
基
盤
の
強
化

な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
各

担
当
部
局
と
完
成
年
度
を
設
け
る
。

■注目記事
カルチャー＆スポーツ� ２面
柔道部全国大会結果
全日本大学駅伝は17位
アカデミック� ３面
川村一代准教授が 
学会最優秀論文賞を受賞
グローバル� ４面
日本文化と神道の魅力を世界へ 
ワルシャワ大学で開催の国際会議に参加
� ５面
内定者ボイス（一般企業編）

中高トピックス� ６面
高等学校・中学校で体育大会開催
インフォメーション� ７面
学園祭特集
アクティブスチューデント� ８面
松山心さん（現日４）が 
NPBをめざし独立リーグへ
勝田茉鈴さん（高校）がアジア生物
学教育協議会で研究発表
■シリーズ
卒業生奮闘中 田中美有さん

歌
ご
よ
み

第 ３ 期
中期行動計画の柱

大
学
部
門

〈
Ⅰ
〉
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育

〈
Ⅱ
〉
特
色
あ
る
研
究
の
推
進

〈
Ⅲ
〉
学
生
支
援
の
充
実

〈
Ⅳ
〉
高
大
接
続
の
改
革

〈
Ⅴ
〉
地
域
貢
献
活
動
の
充
実
・
発
展

〈
Ⅵ
〉
組
織
運
営
・
財
政
基
盤
の
強
化
と
周
年
記
念
事
業

高
等
学
校
・
中
学
校
部
門

〈
Ⅶ
〉
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
たSociety5.0

を
逞
し
く
生
き
る
人
材
育
成

防音・断熱機能も改善され、安心・安全かつ快適な
施設に生まれ変わる

草刈初の儀を執り行う小串和夫理
事長。地鎮祭には25名が参列した

皇
學
館

学
園
報

皇
學
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清水 潔 学事顧問が 
瑞宝中綬章受章

　本学元学長で現在学事顧問を務める清水潔
氏（大 ₆ 史・院 ₆）が令和 ₆ 年「秋の叙勲」で瑞宝
中綬章を受章した。同章は教育や研究など公
共的な業務に長年にわたり功労を積み、成績
を挙げた人に贈られる。
　清水学事顧問は昭和₂₃年₁₁月、三重県生ま
れ。同₄₈年に本学文学部助手に採用された。
神道研究所所長、本学史料編纂所所長、学生部
長、文学部長などを歴任し、平成₂₃年に学長に
就任。以後 ₈ 年にわたり学長職を務め本学の
発展に寄与してこられた。また、氏の学問研
究上の専門である日本古代史・文化法制史に
おいて『続日本紀史料』、『式内社調査報告』の
完成に尽くすなど学術分野でも多大な貢献を
されている。ほか、神道史学会代表、伊勢文化
会議所評議員、名張市史編さん委員会会長、私
立大学連盟理事会幹事会委員、神宮評議員等
の要職に就くなど多方面において尽力された。

空手道部・西村浩行監督が
組手で優勝
　₁₀月₂₆日、₂₇日に
群馬県の高崎アリー
ナで「船越義珍杯第
₁₆回世界空手道選手
権大会」が開催され、
本学空手道部の西村
浩行監督（大₁₉史）が

「組手」（₆₀～₆₄歳の部）で優勝する快挙を成し遂
げた。今回で₁₆回目、日本での開催は₁₀年ぶ
りとあって、世界各地から選手が集まった本
大会。西村監督は「決勝戦の相手はこれまで
一度も勝ったことのない内山選手。先取をと
られ後がなくなったことで気合を入れなおし、
逆転できた」と試合を振り返る。部員たちに
は「いつも稽古相手になってくれて感謝」と
話し、「何ごとも諦めず継続することの大切さ
を身をもって伝えられたら」と語った。

　強
豪
・
中
央
大
に
惜
敗
も

「
さ
す
が
皇
學
館
」の
声

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
・
団
体
優
勝
大
会

　過
去
最
高
タ
イ
の
17
位

東
海
地
区
枠「
２
」を
達
成

第
56
回
全
日
本
大
学
駅
伝

　

中部学院大に競り負けも
小林亮太選手が優秀選手賞
令和 ６年度東海地区大学野球秋季選手権大会

　

10
月
５
日
、
６
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
２
０
２
４
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会（
男
子
43
回
）が
開
催
さ
れ
、本
学

か
ら
９
名（
別
表
参
照
）が
出
場
し
た
。竹
原
選

手
、
鬼
塚
選
手
、
井
上
選
手
は
１
回
戦
、
若

谷（
快
）選
手
、
柏
谷
選
手
、山
本
選
手
、
小
川

選
手
は
２
回
戦
で
無
念
の
敗
退
と
な
っ
た
が
、

２
名
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
。
３
回
戦
で
81
㎏

級
・
若
谷（
怜
）選
手
は
本
大
会
準
優
勝
者
と
、

１
０
０
㎏
級
・
南
選
手
は
同
３
位
の
選
手
を

相
手
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
い
ず
れ
も
延
長

戦
の
末
、
涙
を
飲
ん
だ
。

　

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会

（
男
子
26
回
）は
10
月
19
日
、20
日
に
ベ
イ
コ
ム

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
対
戦
相
手
は
春
の

全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
４
の
強
豪
・
中
央
大
学
。

先
鋒
の
柏
谷
選
手
が
一
本
勝
ち
を
お
さ
め
る

も
、
そ
の
後
は
一
進
一
退
の
攻
防
に
。
副
将

の
髙
橋
選
手
が
果
敢
に
攻
め
た
が
、
わ
ず
か

な
隙
に
技
あ
り
を
取
ら
れ
、１
ー

２
で
敗
れ
た
。

　

主
将
の
柏
谷
選
手
は
「
結
果
と
し
て
悔
し

い
大
会
に
は
な
っ
た
が
チ
ー
ム
力
の
高
さ
、

皇
學
館
大
学
ら
し
い
柔
道
を
他
大
学
に
見
せ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」と
語
り
、佐
藤
武

尊
部
長
は
「
強
豪
の
中
央
大
学
と
こ
れ
だ
け

戦
え
る
チ
ー
ム
力
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、ベ
ン
チ

ワ
ー
ク
を
含
め
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら
注

目
さ
れ
、『
さ
す
が
皇
學
館
』
と
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
精
進
し
て
、
日
本

柔
道
界
の
定
説
を
ひ
っ
く
り
返
す
た
め
に
導

い
て
い
く
」
と
雪
辱
を
誓
っ
た
。

　

11
月
３
日
、
秩
父
宮

賜
杯
第
56
回
全
日
本
大

学
駅
伝
が
開
催
さ
れ
た
。

熱
田
神
宮
と
伊
勢
神
宮

内
宮
宇
治
橋
前
を
結
ぶ

８
区
間
１
０
６
・
８
キ

ロ
。
２
大
会
ぶ
り
７
回

目
の
出
場
と
な
っ
た
本
学
駅
伝
競
走
部
は
過
去

最
高
タ
イ
と
な
る
17
位
で
ゴ
ー
ル
し
、
来
年
の

東
海
地
区
の
出
場
枠
を「
２
」
に
増
や
し
た
。

　

６
年
連
続
出
場
が
途
切
れ
た
悔
し
さ
を
胸
に

臨
ん
だ
大
会
だ
っ
た
。
大
会
前
、「
勝
負
の
カ
ギ

は
後
半
の
長
距
離
区
間
。
終
盤
で
一
気
に
順
位

を
上
げ
る
、そ
ん
な
レ
ー
ス
を
お
見
せ
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
た
寺
田
夏
生
監
督
。
そ
の
言
葉
通

り
、
８
区
の
岩
島
昇
汰
選
手
が
力
強
い
走
り
で

20
位
か
ら
17
位
に
押
し
上
げ
、
目
標
に
し
て
い

た
「
地
区
枠
の
増
枠
」
を
達
成
し
た
。

　

選
手
宣
誓
の
大
役
を
担
い
、
２
区
を
走
っ
た

主
将
の
毛
利
昂
太
選
手
は
「
紫
上
最
皇（
史
上
最

高
）
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
や
っ
て
き
た
。

今
ま
で
の
順
位
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
目
標
の
一
つ
を
叶
え
、
経
験
豊
富
な
４

年
生
と
勢
い
の
あ
る
下
級
生
が
融
合
す
る
皇
學

館
ら
し
い
レ
ー
ス
が
で
き
た
」
と
話
す
。

　

寺
田
監
督
は
「
１
区
か
ら
８
区
ま
で
諦
め
ず

必
死
で
襷
を
つ
な
い
で
く
れ
た
お
か
げ
で
完
走

で
き
た
。
増
枠
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
出
場

が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
今
日
か
ら

気
を
引
き
締
め
、
次
の
大
会
に
向
け
頑
張
っ
て

い
く
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　

12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
東
海
学
生
駅
伝
で

は
名
古
屋
大
学
、
愛
知
工
業
大
学
と
の
接
戦
を

制
し
て
２
年
ぶ
り
７
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、

出
雲
駅
伝
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
詳
細
は
次

号
で
報
告
す
る
。

　

明
治
神
宮
大
会
へ
の
切
符
を
か

け
、
三
重
、岐
阜
、
静
岡
の
各
県
秋

季
リ
ー
グ
戦
上
位
２
校
が
戦
う
令

和
６
年
度
東
海
地
区
大
学
野
球
秋

季
選
手
権
大
会
（
兼
第
20
回
東
海
・

北
陸
・
愛
知
三
連
盟
王
座
代
表
決
定

戦
）が
10
月
25
日
〜
27
日
、ダ
イ
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
伊
勢
で
開
催
さ
れ
た
。

　

三
重
県
秋
季
リ
ー
グ
の
優
勝
は
、

12
季
連
続
14
度
目
。
ま
た
無
敗
で

の
優
勝
は
昨
年
春
以
来
2
度
目
。

三
重
県
リ
ー
グ
１
位
で
大
会
に
臨

ん
だ
本
学
硬
式
野
球
部
は
第
２
日

の
10
月
26
日
に
岐
阜
県
リ
ー
グ
１

位
の
中
部
学
院
大
学
と
激
突
。
１

回
表
で
１
点
先
制
さ
れ
る
も
３
回

裏
で
同
点
に
追
い
付
き
、
４
回
裏

に
は
２
ア
ウ
ト
か
ら
の
３
連
打
で

２
点
を
奪
い
１
ー

３
と
勝
ち
越
す
。

し
か
し
、
守
備
の
乱
れ
か
ら
５
回

表
で
逆
転
を
許
し
、３
ー

５
で
惜
し

く
も
敗
退
し
た
。

　

決
勝
後
個
人
賞
の
発
表
が
あ
り
、

４
回
裏
で
ツ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を

放
つ
活
躍
を
見
せ
た
小
林
亮
太
選

手
が
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
た
。

御
　
　
礼

　
平
素
よ
り
本
法
人
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
こ
の
度
は
、本
学
強
化
指
定
ク
ラ
ブ

（
駅
伝
競
走
部
・
柔
道
部
）の
全
国
大
会
出
場
に
あ
た
り
、

多
く
の
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
精
進
を

重
ね
て
参
り
ま
す
。今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

学
校
法
人
皇
學
館
　
理
事
長
　
小
串
和
夫

全日本学生柔道体重別選手権大会
（10/５・６ 日本武道館）

66 kg級
竹 原 柊 馬（教育 ４） １ 回戦敗退
若 谷 　快（教育 ２） ２ 回戦敗退

73 kg級
柏 谷 歩 槻（現日 ４） ２ 回戦敗退
鬼 塚 勇 芯（教育 ２） １ 回戦敗退

81 kg級 若 谷 　怜（教育 ３） ３ 回戦敗退（ベスト16）

90 kg級 井 上 寛 仁（教育 １） １ 回戦敗退

１００ kg級 南　 大 志（現日 ３） ３ 回戦敗退（ベスト16）

１００ kg超級
山 本 歩 夢（現日 ２） ２ 回戦敗退
小 川 司 瑛（現日 １） ２ 回戦敗退

全日本学生柔道体重別団体優勝大会
（10/19・20 ベイコム総合体育館）

先 鋒 柏 谷 歩 槻（現日 ４） 一本勝ち
次 鋒 若 谷 　快（教育 ２） 引分け
五 将 吉 田 好 喜（教育 ４） 一本負け
中 堅 井 上 寛 仁（教育 １） 引分け
三 将 若 谷 　怜（教育 ３） 引分け
副 将 髙 橋 侑 雅（教育 ３） 技あり�負け
大 将 南　 大 志（現日 ３） 引分け

区間 選　　手 記　録 区間
順位

通過
順位

１ 区
９.５ km

藤 川 　創
（コミ ４） 29：21 24 22

２ 区
11.１ km

毛 利 昂 太
（国史 ４） 34：52 23 21

３ 区
11.９ km

新 間 　圭
（現日 ２） 36：31 19 20

４ 区
11.８ km

田 中 靖 晃
（現日 ３） 36：17 22 19

５ 区
12.４ km

浦瀬晃太朗
（現日 ４） 38：56 19 20

６ 区
12.８ km

芝 辻 晴 裕
（現日 ４） 39：46 17 19

７ 区
17.６ km

曽 越 大 成
（教育 ４） 55：11 22 20

８ 区
19.７ km

岩 島 昇 汰
（国史 ４） １：00：42 17 17

順位 大 学 名 記　録
１ 國 學 院 大 學 ５：09：56
２ 駒 澤 大 学 ５：10：24
３ 青山学院大学 ５：10：41
４ 創 価 大 学 ５：13：17
５ 早 稲 田 大 学 ５：14：24
６ 城 西 大 学 ５：14：57
７ 立 教 大 学 ５：16：21
８ 帝 京 大 学 ５：16：24
９ 東京国際大学 ５：17：46

10 日本体育大学 ５：17：52
11 大東文化大学 ５：18：08
12 中 央 大 学 ５：19：49
13 東 洋 大 学 ５：20：08
14 神 奈 川 大 学 ５：22：42
15 東 海 大 学 ５：23：43
16 京都産業大学 ５：28：58
17 皇 學 館 大 学 ５：31：36
18 大阪経済大学 ５：32：53
19 関 西 大 学 ５：33：52
20 札幌学院大学 ５：35：50
21 鹿 児 島 大 学 ５：37：24
22 立 命 館 大 学 ５：38：18
23 岡 山 大 学 ５：40：11
24 新 潟 大 学 ５：40：28
25 東 北 大 学 ５：57：12

日本学連選抜 ５：21：31
東海学連選抜 ５：32：20

強化指定クラブ（駅伝競走部・柔道部）
全国大会出場協賛金納入状況報告
R6.１2.1現在

区　　分 件数 協賛金（円）
宗 教 界 11 850,000
企 業 28 1,680,000
館 友 41 225,000
萼の会保護者 10 122,000
一 般 2 35,000
本 法 人 関 係 17 104,000
合　　計 109 3,016,000

Webサイトはこちら

強豪・中部学院大学に惜敗した硬式野球部。明治神宮大会に向け、気持ち
新たに練習に励む

存在感を見せつけた柔道部員たち

力
走
す
る
岩
島
選
手

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information
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Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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おかげキャンパスプロジェクト

次期学長に齋藤平教授を
選任
　₁₀月₂₅日開催の理事
会において、次期学長
に齋

さ い

藤
と う

平
たいら

教授を選任し
た。河野訓現学長の任
期満了に伴うもので、
任期は令和 ₇ 年 ₄ 月 ₁
日より ₄ 年間。

学生が志摩市のPRショート
動画を作成
　山中永羽さん（国文 ₃）と川上諒太朗さん（現
日 ₃）が作成した志摩市の魅力を発信するシ
ョート動画 ₅ 本が市の公式ユーチューブチャ
ンネルで令和 ₆ 年 ₉ 月₂₇日から一般公開され
ている。「伊勢志摩共生学実習」の一環で、市
職員の方々と会議を重ねながらおよそ ₄ カ月
間で完成させた。
　山中さんは地元の大学生おすすめの「志摩
の海の風景」をランキング形式で紹介する動
画のほか、中学生の頃浄瑠璃に関わった経験
から、伝統芸能「安乗の人形芝居」の魅力を
伝える動画を手掛けた。
　市外出身の川上さんはターゲット層である

「志摩市を訪れたことがない若者」が自身に重
なるとして、自分が行ってみたい場所を取材。
クルーズ船から見た英虞湾の風景や国府白浜
など、 ₃ 本の作品をまとめた。
　山中さんは「人に伝える難しさを感じた」、
川上さんは「いろいろな所に行き、志摩の魅力
を見つけたいと思う機会になった」と話した。

「命を守る行動を」
地震避難訓練を実施
　₁₀月₁₀日、
₄ 講時終了
後、学生・
教職員を対
象とした地
震避難訓練
を行った。
　₁₆時₄₃分、緊急地震速報が放送されると、教
職員の誘導により学生が芝生広場に整列。次
に、全員に送信済である安否確認メールにつ
いて、必ず返信するよう指示が出された。
　加藤純一学生部長は講評で令和 ₆ 年 ₁ 月 ₁
日に発生した能登半島地震をはじめ多くの自
然災害があったことに触れ、「よく耳にしたの
は ﹃命を守る行動を取りましょう﹄ という言
葉。＂誰か＂ではなく、自分で自分の命を守る行
動がとても大事です。そのために、こうした
訓練が有効。大学だけでなく地域の活動にも
参加し、防災意識を高めてほしい」と訴えた。
　その後、各クラブの代表者、希望者は屋内
消火栓の使用方法について伊勢市消防本部の
方から指導を受けるため移動。学生は扉内に
書かれた説明を読み上げながら実際にホース
を出し、使い方を確認していた。

　

川村准教授が学会最優秀論文賞を受賞
　

本
学
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
・
川
村
一
代
准
教
授
の

執
筆
し
た
論
文
「Assessing the 

interactional com
petence in 

English speaking of Japanese 
junior high school students 
in an interview

 test

」（
関
西
大

学
外
国
語
学
部
／
大
学
院
外
国
語
教

育
学
研
究
科
竹
内
理
教
授
と
の
共

著
）
が
日
本
言
語
テ
ス
ト
学
会
の

第
14
回
最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
、

10
月
５
日
に
上
智
大
学
で
開
催
さ

れ
た
同
学
会
全
国
大
会
の
授
賞
式

で
表
彰
さ
れ
た
。
日
本
言
語
テ
ス

ト
学
会
は
、
わ
が
国
の
外
国
語
教

育
改
善
の
視
点
を
外
国
語
能
力
の

測
定
と
評
価
の
研
究
・
実
践
に
求

め
、
国
際
社
会
の
外
国
語
教
育
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す

る
学
会
で
、
最
優
秀
論
文
賞
は
創

造
的
で
学
術
的
及
び
教
育
的
な
貢

献
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
贈
ら
れ

る
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
能
力
に
は
文
法

や
語
彙
、音
韻
を
適
切
に
扱
う「
言

語
能
力
」
と
対
話
を
継
続
・
発
展

さ
せ
る
「
対
話
能
力
」
が
含
ま
れ

る
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
評
価
に
は

従
来
言
語
能
力
が
重
視
さ
れ
て
き

た
が
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
に
は
対
話
能
力
も
必

要
で
あ
る
。
受
賞
論
文
は
日
本
人

中
学
生
を
対
象
と
し
た
教
師
に
よ

る
面
接
テ
ス
ト
で
の
対
話
能
力
の

評
価
に
焦
点
を
当
て
、
面
接
テ
ス

ト
で
は
教
師
が
対
話
を
主
導
す
る

た
め
生
徒
の
対
話
能
力
を
引
き
出

し
に
く
い
こ
と
を
示
し
た
。

　

学
生
が
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
オ
チ
ャ
ビ
ッ
ト
」が
ス
ー
パ
ー
の
食

品
売
り
場
ポ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ
ー
に
登
場

し
、
三
重
県
が
推
し
進
め
る
食
品
ロ
ス
削

減
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
三
重
県
環
境
生
活
部
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
班
か
ら
教
育
学
科
の
駒
田
聡
子

教
授
率
い
る
ゼ
ミ
に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り

組
み
と
し
て
使
用
す
る
レ
ー
ル
ポ
ッ
プ
や
ポ

ス
タ
ー
、
箸
袋
の
デ
ザ
イ
ン
依
頼
が
舞
い
込

ん
だ
こ
と
。
折
し
も
、
同
ゼ
ミ
が
関
わ
っ
た

令
和
５
年
度
お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
伊
勢
茶
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
亀

山
市
の
小
学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
作
成
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
起
用
に
至
っ
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
自
分
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
レ
ー
ル
ポ
ッ
プ
を
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
る

と
嬉
し
い
し
、
手
前
か
ら
取
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
」「
消
費
期
限
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

期
限
が
近
い
も
の
か
ら
使
う
よ
う
に
な
っ

た
」「
野
菜
の
皮
に
栄
養
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

調
理
の
際
に
捨
て
る
部
分
が
少
な
く
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、
意
識
や
行
動

の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。「
産
地
な
ど

今
ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
地
元
や

三
重
県
産
に
目
が
行
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と

地
産
地
消
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
学
生
も
お

り
、
学
び
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

駒
田
ゼ
ミ
で
は
余
剰
の
食
品
を
無
料
で
提

供
す
る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
や
廃
棄
さ

れ
る
食
材
を
お
い
し
く
食
す
ア
イ
デ
ア
料
理

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

た
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
く
。

田
中 

美
有
さ
ん

伊
勢
市
立
城
田
小
学
校
教
諭

第
27
回
国
際
昆
虫
学
会
議
で「P

resentation 
A
w
ards for W

om
en S

cientist

」を
受
賞

教
育
学
科（
大
学
51
期
・
平
成
28
年
３
月
）卒

教
育
学
専
攻（
第
10
回
）令
和
５
年
３
月
修
了

　

私
は
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
を

卒
業
後
、小
、中
学
校
教
諭
と
し
て

５
年
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
日
々

業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
、
よ
り
深

く
研
究
を
極
め
た
い
と
考
え
、
一

念
発
起
し
て
退
職
し
母
校
の
大
学

院
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

進
学
後
は
学
部
生
の
頃
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
寄
生
蜂
の
研
究
に
従

事
し
、
キ
ア
シ
ヤ
ガ
サ
ム
ラ
イ
コ

マ
ユ
バ
チ
が
終
齢
の
寄
主
幼
虫
に

産
卵
で
き
な
い
理
由
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　

大
学
院
修
了
後
は
公
立
小
学
校

教
諭
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
休

日
を
生
か
し
て
で
き
る
限
り
研
究

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
大
学
の
恩
師
か
ら
国

際
昆
虫
学
会
議
へ
の
発
表
の
誘
い

を
受
け
ま
し
た
。
本
国
際
会
議
は

４
千
人
以
上
の
研
究
者
が
集
う
昆

虫
学
に
関
す
る
世
界
最
大
規
模
の

歴
史
あ
る
学
術
会
議
で
す
。
こ
の

よ
う
な
会
議
へ
の
出
場
は
経
験
し

た
こ
と
が
な
く
、
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
研
究
の
成
果
を
世
界
中

の
研
究
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
と
確
信
し
出
場
を
決
意
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
０
６
５
題

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
る
中
、

優
れ
た
女
性
研
究
者
に
贈
ら
れ
る

Presentation Awards for W
om

en 
Scientist

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
は
人
と
比
べ
て
研
究
力
が
優

れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
英
語

も
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
諦
め
ず
に
挑
戦
し
よ
う
と
す

る
情
熱
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
自

負
し
て
い
ま
す
。ま
た
、所
属
し
て

い
る
研
究
室
に
は
同
じ
志
を
持
ち
、

支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
多
く
在
籍

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
こ

う
し
た
仲
間
の
心
強
い
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
目
標
を
共
有
で
き
る
仲
間
の

存
在
は
偉
大
で
す
。
自
分
一
人
で

は
で
き
な
い
こ
と
も
、
人
と
協
力

す
る
こ
と
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の

で
す
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
も
大
学

時
代
に
部
活
動
、
ゼ
ミ
活
動
等
を

通
し
て
、
素
敵
な
仲
間
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　学
生
考
案
キ
ャ
ラ「
オ
チ
ャ
ビ
ッ
ト
」が

食
品
ロ
ス
削
減
に
一
役

略　歴� （令和 ６年10月 １ 日現在）

昭和39年12月26日生まれ・満59歳

学
　
歴

昭和63年 ３ 月	 皇學館大学文学部国文学科卒業
平成 ２ 年 ３ 月	 皇學館大学大学院文学研究科国文学

専攻博士前期課程修了
令和 ４ 年 １ 月	 学位「博士（文学）」取得（皇學館大学）

主
な
職
歴
・
役
職
等

平成 ４ 年 ４ 月	 皇學館大学助手
平成12年 ４ 月	 皇學館大学文学部講師
平成16年 ４ 月	 皇學館大学文学部助教授
平成19年 ４ 月	 皇學館大学文学部准教授
平成25年 ４ 月	 皇學館大学文学部教授（現在に至る）
平成25年 ４ 月	 皇學館大学教育開発センター長�

（令和 ３年 ３月迄）
令和 ３ 年 ４ 月	 皇學館大学学生部長（令和 ５年 ３月迄）
令和 ５ 年 ４ 月	 皇學館大学副学長（現在に至る）
令和 ５ 年 ４ 月	 皇學館大学アドミッション・オフィス室長

（現在に至る）
受
賞
歴

令和元年10月	 三重県私学総連合会優良教職員三重
県知事表彰

県内スーパーの食品売り場で活用されている

英語スピーキングにおける「対話能力」の評価に着目した意欲
的な論文と高い評価を受けた

９号館 ２階・総合体育館メインアリーナ
に設置されている屋内消火栓で実演

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information
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Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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富永教授に市民功労賞
伊勢市の情報公開制度に貢献
　現代日本社会学部の富
永健教授が伊勢市の発展
に尽力し、功績のあった
人に贈られる「市民功労
賞」を受賞した。
　富永教授は平成₁₁年よ
り伊勢市情報公開審査会
の委員を務め、同₂₉年からは会長に就任して
いる。富永教授は受賞について「情報公開制
度は、市民に市政への参加を促し、理解と信
頼を深めることによって公正で開かれた市政
の推進につなげることを目的に創設されまし
た。こうした有意義な制度に関わりを持てた
ことに感謝しております。私自身も大いに学
ぶことがありました。今後とも伊勢市のため
に力を尽くしたいと存じます」と語った。

「綱はふたすじ心は一つ」
初穂曳に学生約₉₀名が参加
　「神嘗奉祝祭」
第₅₃回初穂曳行
事が₁₀月₁₅日に
行われ、学生約
₉₀名が参加した。
本学では神宮奉
仕会のご配慮により平成₁₉年度より初穂曳行
事に参加させていただいている。コロナ禍で
中断していたが昨年再開。今回の奉曳は皇學
館奉曳会（学生有志による木遣り団体）の学生 ₂
名が音頭を取り、「綱はふたすじ心は一つ赤き
心で曳く初穂」など伝統の木遣り歌で盛り上
げた。曳き手の学生たちは綱を上下に振った
り左右の綱を中央で押し合う「練り」をした
りと、元気いっぱいに楽しんでいた。
　鈴木汐里さん（教育 ₂）は「 ₇ 月から木遣り
の練習に取り組んできた。普段は出さない大
きな声を発することや唄自体、とても難しく
感じたが、奉仕会の方々ができるまで一緒に
やってくださった。県外出身者だが本学に入
ったことで伊勢でしか体験できない行事に参
加でき、とてもよかった」と感想を話した。

令和 ₆ 年度 山室山参拝・参拝
見学を実施
　本学恒例の山室
山参拝・参拝見学
が₁₁月 ₅ 日に実施
された。本行事は
建学の精神を確実
に理解し、本学の
伝統的学風を体認
する大切な行事と
して位置付けられ
ている。参拝・見
学先はいずれも神
宮及び神道・国学
に縁があり、日本の歴史にとって重要な意義
を持つ。国学者・本居宣長の奥墓がある山室
山参拝では祭典と献詠、宣長翁の業績や本学
との関わりについての講話が行われた。

献 詠 歌（抜粋）

宮川の谷渡り来る涼風に� 教職員�
　一息つけり多度の神

みやしろ

社� 理事長 小 串 和 夫

神
かぐ ら う た

楽歌かすかにひびく正宮に� 学生（入選）�
　蛍のひかりひとつ舞ひきぬ� 専攻 １  河㟢由紀夫

古き事訪ねてかよふ学の道 学生（入選）�
　大

う

人
し

も見守る皇学の館
たち

� 国史 ３  松 島 　諒

言
こと

霊
だま

のさきはふ国の諸
もろ

人
ひと

は� 選者�
　大人の御前に歌たてまつる� 教授 大 島 信 生

大峯の千
ち

々
ぢ

の巌
いは

々
いは

攀
よ

ぢ行けば	� 選者�
　雲のうちより法

ほ

螺
ら

の音聞ゆ� 教授 松 本 　丘

　日
本
文
化
と
神
道
の
魅
力
を
世
界
へ

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
で
開
催
の
国
際
会
議
に
参
加

　

タイの小中高生31名と交流
皇學館中学校

　ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
よ
り
13
名
が
来
校

皇
學
館
高
等
学
校

　

本
校
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ

ル
ン
の
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
と
姉
妹
校
協
定
を

結
び
、
平
成
14
年
よ
り
隔
年
で
相
互
に
訪

問
し
て
友
好
を
深
め
て
い
る
。
今
回
は
ロ

ー
ズ
ヒ
ル
校
の
教
員
３
名
、
生
徒
10
名
が

９
月
21
日
か
ら
１
週
間
の
日
程
で
来
校
。

本
校
生
徒
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

初
日
に
催
さ
れ
た
歓
迎
会
で
は
吹
奏
楽

部
が
両
国
の
国
歌
を
演
奏
。
続
い
て
本
校

の
代
表
生
徒
が
英
語
で
挨
拶
を
し
、
ロ
ー

ズ
ヒ
ル
生
が
日
本
語
で
自
己
紹
介
を
し
た
。

25
日
に
は
記
念
館
で
お
茶
会
体
験
が
行
わ

れ
、
茶
道
部
員
が
お
点
前
を
披
露
。
ロ
ー

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
感
想

●
最
初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
一
緒
に
遊
ぶ
う

ち
に
話
す
よ
う
に
な
り
、
伝
え
た
い
こ
と

が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
後
も
メ
ー
ル
や
手
紙
を
交
わ

し
、
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

●
最
後
の
方
は
つ
た
な
い
英
語
な
が
ら
も
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

ず
は
言
葉
を
発
し
て
み
る
の
が
大
事
だ
と

気
付
い
た
。
国
が
違
っ
て
も
心
か
ら
笑
い

合
え
る
と
知
っ
た
。

●
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
し
た
こ
と
で
よ
り

一
層
英
語
に
興
味
を
持
っ
た
。
教
科
書
で

は
習
わ
な
い
若
者
が
使
う
表
現
な
ど
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
英
語
の
楽
し
さ
と
難
し

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

●
英
語
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
お
か
げ
横

丁
散
策
や
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
な
ど

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
生
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、

と
て
も
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
た
。

●
初
め
て
会
っ
た
日
は
緊
張
し
て
話
せ
な
か

っ
た
が
、
休
日
に
外
出
し
た
り
家
で
遊
ん

だ
り
一
緒
に
勉
強
す
る
う
ち
に
、
思
っ
て

い
た
よ
り
ず
っ
と
仲
良
く
な
れ
た
。

　

10
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
、
本
学
と

連
携
協
定
を
結
ぶ
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
名
門
ワ

ル
シ
ャ
ワ
大
学
に
て
第
18
回
国
際
会
議

「
日
本
の
宗
教　

過
去
の
遺
産
と
現
代
の

課
題　

」
が
開
催
さ
れ
、
教
員
２
名
が
現

地
参
加
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、「
世
界
平
和
を
祈
る
神
道
儀
礼
を
」
と

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
受
け
、
神
職

資
格
を
有
す
る
神
道
学
科
の
髙
野
裕
基
助

教
が
神
宮
遥
拝
式
を
執
り
行
っ
た
。
祝
詞

奏
上
の
後
、
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
国
大
使

（
代
理
）
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
学
長
が
玉
串

を
奉
奠
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
儀
式

は
滞
り
な
く
進
行
し
た
。
続
い
て
、
現
代

日
本
社
会
学
科
の
瓜
田
理
子
准
教
授
が

「Resilience and Renew
al: Shinto’s 

Role in Addressing Contem
porary 

Challenges in Japan

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と

再
生
：
現
代
日
本
の
課
題
に
取
り
組
む
神
道
の

役
割
）」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
英
語
で
行

い
、神
宮
式
年
遷
宮
と
神
楽
を
事
例
に
、神

道
の
柔
軟
性
と
継
続
力
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

翌
15
日
に
は
「
神
宮
式
年
遷
宮
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
櫻
井
治
男
名
誉
教
授
が
司
会
を
務
め
、

新
田
均
特
別
教
授
や
田
浦
雅
徳
名
誉
教
授

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
。
塩
川

哲
朗
准
教
授
、
髙
野
助
教
、
瓜
田
准
教
授

が
登
壇
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
の
ア
グ
ネ

シ
カ
・
コ
ズ
ィ
ラ
教
授
と
エ
ヴ
ァ
・
ル
ト

コ
フ
ス
カ
教
授
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
基
づ
く
報
告
を
行
っ
た
。
締
め

く
く
り
と
し
て
「
伊
勢
神
宮
は
な
ぜ
聖
地

で
あ
り
続
け
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
篠
田
学
術
振
興
基
金
の
支
援
を

受
け
本
学
に
留
学
し
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学

大
学
院
生
に
よ
る
成

果
報
告
が
行
わ
れ
、

全
員
か
ら
感
謝
の
意

が
述
べ
ら
れ
た
。
こ

の
基
金
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
学
術
交
流
の
意

義
を
深
く
感
じ
る
機

会
と
な
っ
た
。

　

10
月
９
日
、
タ
イ
の
ア
サ
ン
プ
シ
ョ

ン
カ
レ
ッ
ジ
・
シ
ラ
チ
ャ
校
の
小
中
高

生
あ
わ
せ
て
31
名
が
来
校
。
本
校
２
年

生
と
交
流
授
業
を
行
っ
た
。

　

高
校
体
育
館
で
歓
迎
式
、
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
で
は
本
校
日
本
文
化
部
に
よ
る

箏
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
着
物
の
着
付

け
体
験
や
箏
の
演
奏
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
調
理
室
に
移

動
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
理
実

習
を
実
施
。
英
語
の
レ
シ
ピ
を
も
と
に

「
巻
き
ず
し
」
と
「
あ
お
さ
み
そ
汁
」
作

り
に
挑
戦
し
た
。
本
校
生
徒
も
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
英
語
で
説
明
す

る
な
ど
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
だ
っ
た
が

日
本
の
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
友

好
を
深
め
る
一
日
と
な
っ
た
。
生
徒
た

ち
は
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

堂
々
と
英
語
で
話
し
、
一
緒
に
ラ
ン
チ

を
食
べ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
と
、
国
境
を
越
え
て
交
流
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ズ
ヒ
ル
生
は
所
作
に
見
入
っ
た
り
抹
茶
を

味
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
伝
統
文
化
の
一

端
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

年次 学部 参拝・見学先

１年 神・文
史・コ 山室山参拝

２年
神・文
史・コ

瀧原宮
丹生神社・神宮寺

教・現 内宮・外宮

３年 神・文
史・コ

伊雑宮
御塩殿神社

４年 神・文
史・コ

結城神社
三重縣護國神社

専 攻 科 山室山参拝

書道体験など、日本の伝統文化を満喫したローズヒル生たち

山室山への参拝は神宮皇學
館以来の伝統行事

祝詞を奏上する髙野助教

基調講演を行う瓜田准教授

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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【図 １】採用予定数の前年との比較� 出典：マイナビ２０２5年卒新卒採用活動調査

【図 ２ 】内定先内訳
神

社

企
業
・
団
体

医
療
・
福
祉

公

務

員

教
員（
小
中
高
）

教
員（
幼
）・
保
育
士

計

R6.12.１ 38 317 7 39 65 37 503
昨年同時期 52 277 23 33 65 32 482

学生が英語絵本の読み聞かせ
三重県立図書館₃₀周年記念事業
　₁₁月 ₄ 日、三
重県立図書館で
三重県立図書館
移転・開館₃₀周
年記念事業のプ
レイベントである「秋の英語おはなし会」が
未就学児から小学校低学年を対象に開催され、
本学コミュニケーション学科 ₃ 年の小林万里
奈さん、田保花蓮さん、 ₄ 年の大西汰知さん
が英語絵本の読み聞かせを行った。秋にちな
み、行楽・食をテーマとした絵本『A Trip to 
Grandma＇s House, The Doorbell Rang, The 
very hungry caterpillar』を英語でやり取りを
しながら読んだ。大西さんは、「子どもたちが
声掛けや絵本の内容に反応してくれ、楽しく
読み聞かせできた」と感想を語った。₃ 人は伊
勢図書館での英語絵本の読み聞かせボランテ
ィアをしており、その経験が生かせたようだ。

希望者には動画を配信
　令和 ₆ 年₁₀月 ₆ 日、

「保護者対象就職講演
会・説明会」を事前予
約制で開催した。会場には₄₅名のご出席をい
ただき、オンデマンドでの視聴を希望された
₃₉名に収録動画を後日配信した。
　「就職活動の最新事情と親の ₃ 大NGと関わ
り方」との題目で開かれた講演会では株式会
社学情のキャリアサポート部マネージャーで
ある江村朋裕氏が最新の就活環境や企業と学
生の動きを解説され、保護者として気を付け
ておくべきことや支援のあり方を分かりやす
く説明していただいた。

サポートのポイント
１ ．常にコミュニケーションをとる、聞いてあげる
2 ．志望している企業名を知る、覚える
3 ．志望企業が不採用の時こそ励ましを
4 ．金銭的サポートも必要
5 ．企業はご家庭の対応にも注目している 

（電話対応に注意）
6 ．お困りの際は、早めに大学に相談を

保護者の主な感想
◦保護者の関わり方について、こういう機会がないと知

り得なかった情報だったので参加して良かったです。
大学のサポート体制がきちんとなされており、大変安
心しました。

◦就職活動の最新事情と親の関わり方を大変分かり
やすく説明していただきました。自分もつい家で言っ
てしまっているNGがあったので気を付けたいです。

令和 6年度保護者対象
就職講演会・説明会を開催

　

12
月
１
日
時
点
の
就
職
内
定
率
は
77
・
３
％
（
内
定
者
数

５
０
３
名
／
就
職
希
望
者
６
５
１
名
）
と
昨
年
同
時
期
よ
り
3
・

7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
に
よ
る
と
、
企
業
の
採
用
予
定
数
は

「
前
年
並
み
」
が
最
多
で
74
・
８
％（
対
前
年
比
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
）、「
増
や
し
た
」が
18
・
５
％（
対
前
年
比
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
）、

「
減
ら
し
た
」
が
６
・
７
％（
対
前
年
比
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な

っ
た
。
採
用
予
定
数
は
む
や
み
に
増
や
さ
ず
、
前
年
度
並
み

に
設
定
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
中【
図
１
】、
本
学
学

生
の
活
発
な
動
き
が
好
調
な
結
果
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

　

採
用
市
場
に
つ
い
て
25
年
卒
は
特
に
３
月
の
内
々
定
率
が

大
き
く
伸
び
、ま
た
、１

人
当
た
り
の
内
々
定
保

有
社
数
が
増
加
し
た
。

　

12
月
１
日
現
在
の
本
年
の
求
人
状
況
は
昨
年
同
時
期
に
比

べ
12
社
38
名
増
の
１
８
９
社
３
５
６
名
の
求
人
を
い
た
だ
い

て
い
る
。神
社
奉
職
希
望
者
に
対
す
る
採
用
内
定
率
は
80
・
０

％
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
学
部
生
43
名
・
大
学
院
生
４
名
・

専
攻
科
生
2
名
の
49
名（
自
家
奉
職
者
含
む
。昨
年
同
時
期
67
名
）。

　

神
職
養
成
担
当
で
は
引
き
続
き
、
未
内
定
者
の
個
別
面
談

や
面
接
指
導
を
行
い
、
神
社
関
係
へ
の
奉
職
希
望
者
が
全
員

採
用
内
定
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

今
年
度
の
公
務
員
試
験
も
、
日
程
や
内
容
に
変
動
が
見
ら

れ
た
。
引
き
続
き
地
方
を
中
心
に
学
生
の
「
安
定
、
地
元
」

志
向
は
高
く
、
倍
率
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
行
政
職

は
全
般
的
に
高
水
準
傾
向
で
あ
る
。

　

現
時
点
の
合
格
者
は
延
べ
77
名
で
、
12
月
１
日
ま
で
の
判

明
分
で
昨
年
度
を
上
回
っ
た
。
特
に
、
現
代
日
本
社
会
学
部

は
卒
業
見
込
者
数
の
２
割
以
上
が
公
務
員
と
し
て
就
職
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
合
格
先
の
内
訳
は
、三
重
県
庁（
行

政
職
、福
祉
職
）、
い
な
べ
市
、
四
日
市
市
、
鈴
鹿
市
、津
市
、松

阪
市
、伊
勢
市
、鳥
羽
市
、志
摩
市
、尾
鷲
市
、
静
岡
市
、沼
津

市
、名
古
屋
市
、新
城
市
、豊
川
市
、菰
野
町
、明
和
町
、玉
城

町
、大
紀
町
、三
重
県
警
、警
視
庁
、
埼
玉
県
警
、
大
阪
府
警
、

兵
庫
県
警
、
四
日
市
市
消
防
、
鈴
鹿
市
消
防
、
松
阪
地
区
広

令
和
6
年
度

内
定
状
況（
中
間

報
告
）

５
０
３
名
が
内
定
内
定
率�

77・３
％

（
令
和
６
年
12
月
１
日
現
在
）

教
職
関
係
三
重
県
は
既
卒
も
含
め
１
４
３
名
が
合
格

神
社
関
係

採
用
内
定
率
は
好
調

公
務
員
延
べ
合
格
者
数
は
既
に
昨
年
度
越
え

企
業
・
団
体

内
々
定
の
時
期
が
さ
ら
に
早
期
化

　

令
和
６
年
度
教
員
採
用
試
験
結
果
は
、
三
重
県
に
つ
い
て

は
既
卒
も
含
め
１
４
３
名
が
合
格
（
本
紙
前
号
第
１
０
２
号
で

詳
報
）、
三
重
県
以
外
で
は
23
名
が
現
役
合
格
し
た
。
合
格
し

た
都
道
府
県
市
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

【
中
学
校
】
愛
知
県（
国
語
）・
岐
阜
県（
国
語
・
社
会
）・
浜
松

市（
国
語
）・
神
奈
川
県（
英
語
）・
川
崎
市（
国
語
）・
福
岡
県（
国

語
）【
小
学
校
】
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
東
京
都
・
川
崎
市
・

福
井
県
・
大
阪
市
・
滋
賀
県
・
福
岡
県
・
北
海
道

【
特
別
支
援
学
校
】	

滋
賀
県
・
神
奈
川
県
・
東
京
都

　

11
月
21
日
、
２
３
１
教
室
で
現
役
合
格
を
果
た
し
た
４
年

生
６
名（
小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）に
よ
る
合
格
者
報

告
会
を
開
催
。
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。
報
告
会
で
は
、
い
つ
か
ら
ど
ん
な
準
備
を
し
た

か
、
絶
対
に
今
か
ら
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
な
ど

の
質
問
に
そ
れ
ぞ
れ
６
名
が
自
身
の
経
験
か
ら
話
を
す
る
と
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

ど
の
産
業
で
も
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
続
い
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
シ
ッ
プ
等
を
通
し
て
、
早
期
か
ら
学
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

12
月
１
日
現
在
の
企
業
・
団
体
内
定
者
数
は
３
１
７
名
。

25
年
卒
の
内
定
率
は
前
年
同
時
期
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し

た
。
希
望
者
の
多
い
業
界
で
は
、
今
年
も
金
融
・
保
険
関
係

に
17
名
、
農
業
協
同
組
合
に
４
名
が
内
定
を
得
て
い
る
。

　

就
職
担
当
に
は
令
和
７
年
１
月
以
降
も
応
募
可
能
な
求
人

依
頼
が
届
い
て
お
り
、最
後
ま
で
支
援
を
継
続
す
る
た
め
、未

内
定
者
も
卒
業
ま
で
の
進
路
決
定
を
諦
め
ず
に
活
動
し
て
ほ

し
い
。

採
用
意
欲
は
堅
調
、
昨
年
度
よ
り
も
好
調
に
進
捗

域
消
防
、
伊
勢
市
消
防
、
奈
良
県
広
域
消
防
、
自
衛
官（
一
般

幹
部
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
）と
な
っ
て
い
る
。

内
定
者
ボ
イ
ス

早
め
の
準
備
が
カ
ギ
と
な
る
就
職
活

動
。
今
回
は
一
般
企
業
で
内
定
を
獲
得

し
た
先
輩
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
大
学
で
得
た
学
び
　
❷
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、成
功
の
秘
訣
　
❸
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▔石原 

草
太（
神
道
）

【
内
定
先
】日
本
ハ
ム
株
式
会
社

❶
ゼ
ミ
で
何
度
も
プ
レ
ゼ
ン

を
行
っ
た
の
で
、
人
前
で
話

す
こ
と
に
抵
抗
感
が
な
く
な

り
、
ス
ピ
ー
チ
力
が
培
わ
れ

た
。
❷
学
科
名
や
学
び
の
内

容
に
面
接
官
が
興
味
を
持
っ

て
く
れ
た
の
で
、
学
修
へ
の

取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
。
ま
た
、
企
業
が
出
し
て

い
る
情
報
に
目
を
通
す
な
ど

企
業
研
究
に
力
を
入
れ
た
。

❸
勉
強
の
コ
ツ
は
毎
日
数
分

で
も
問
題
に
触
れ
て
慣
れ
る

こ
と
。
早
め
に
志
望
業
界
を

絞
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
。

▔吉原 

花
梨（
国
文
）

【
内
定
先
】住
友
林
業
株
式
会
社

❶
ゼ
ミ
で
方
言
学
を
学
ん
だ

こ
と
か
ら
地
域
の
人
々
の
暮

ら
し
に
興
味
を
持
ち
、
住
宅

業
界
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
た
。
地
域
の
特

性
、
人
の
個
性
に
合
っ
た
寄

り
添
い
方
に
役
立
つ
と
思
う
。

❷
就
職
担
当
の
面
接
練
習
で

は
、
企
業
が
求
め
る
力
を
自

身
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
で
き

る
か
に
つ
い
て
伝
え
る
よ
う

に
気
を
付
け
た
。
❸
困
っ
た

ら
す
ぐ
に
誰
か
に
相
談
し
て
、

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
大

切
。

▔大河
内 

茜（
国
史
）

【
内
定
先
】株
式
会
社
御
木
本
真
珠
島 

（
学
芸
員
）

❶
学
芸
員
の
先
生
か
ら
学
ぶ

「
博
物
館
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」や
企

画
・
設
営
な
ど
、
自
分
た
ち

で
す
べ
て
行
う「
卒
業
展
示
」

で
実
践
力
を
養
え
た
。
❷
子

ど
も
た
ち
に
伝
統
や
文
化
、

歴
史
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
学
芸
員
に
加
え

教
員
免
許
も
取
得
予
定
。

❸
広
い
視
野
を
持
っ
て
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
や
強
み
を

最
大
限
に
生
か
せ
る
業
界
・

仕
事
を
探
そ
う
。

▔玉井 

寧
央（
コ
ミ
）

【
内
定
先
】三
菱
電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社

❶
ゼ
ミ
で
国
際
情
勢
を
学
ん

だ
た
め
、
時
事
問
題
の
質
問

に
し
っ
か
り
対
応
で
き
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
身
に
付

け
た
協
調
性
を
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
選
考
で
発
揮
で
き
た
。

❷
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
部
で
の
広
報
活

動
、
演
奏
会
企
画
と
い
っ
た

経
験
を
面
接
で
話
し
た
。
部

活
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
ア

ピ
ー
ル
に
お
け
る
大
き
な
比

重
を
占
め
た
。
❸
業
界
で
は

な
く
、
何
を
や
り
た
い
か
で

絞
込
み
を
。
共
通
点
が
あ
れ

ば
複
数
の
業
界
を
横
断
的
に

見
て
み
よ
う
。

▔織田 

夢
叶（
教
育
）

【
内
定
先
】株
式
会
社
福
井
銀
行

❶
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
通
し
て
出

会
い
の
数
や
責
任
を
感
じ
る

場
面
が
増
え
、
同
じ
目
的
の

も
と
多
く
の
方
々
と
行
動
す

る
楽
し
さ
を
知
っ
た
。
❷
行

動
や
考
え
の
一
つ
ひ
と
つ
に

理
由
付
け
を
し
て
、
自
己
分

析
を
徹
底
し
た
。
大
学
で
の

経
験
が
面
接
に
活
か
せ
る
の

で
、
記
録
す
る
こ
と
を
心
掛

け
た
。
❸
自
己
を
振
り
返
る

習
慣
を
付
け
よ
う
。
企
業
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
意
欲
の

高
さ
を
評
価
し
て
い
る
と
感

じ
た
の
で
積
極
的
に
参
加
を
。

▔大西 

侑
里（
現
日
）

【
内
定
先
】近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

❶
先
生
の
助
言
を
き
っ
か
け

に
１
年
次
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

に
参
加
。
社
会
人
に
必
要
な

基
礎
的
な
ス
キ
ル
を
学
べ
た

だ
け
で
な
く
、
面
接
の
話
題

が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
❷
就

職
担
当
の
面
接
練
習
。
失
敗

で
き
る
場
で
何
度
も
練
習
す

る
こ
と
が
対
策
に
な
っ
た
。

助
言
や
ふ
さ
わ
し
い
言
い
方

な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
。
学

内
講
座
を
活
用
し
て
取
得
し

た
Ｍ
Ｏ
Ｓ
資
格
が
役
立
っ
た
。

❸
早
期
の
準
備
に
尽
き
る
。

ま
ず
は
就
職
担
当
に
行
こ
う
。
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■増やした　■前年並み　■減らした

■増やした　■前年並み　■減らした

20年卒（n＝1,795） 23.1 65.8 11.1

21年卒（n＝2,418） 10.5 68.7 20.6

22年卒（n＝2,845） 16.0 71.3 12.6

23年卒（n＝2,963） 22.1 69.3 8.6

 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

2022年卒 16.0 71.3 12.6

2023年卒 22.1 69.3 8.6

2024年卒 21.0 73.5 5.5

 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

■増やした　■前年並み　■減らした

2022年卒 16.0 71.3 12.6

2023年卒 22.1 69.3 8.6

2024年卒 21.0 73.5 5.5

2020年卒
（n=1,795） 23.1% 65.8% 11.1%

2021年卒
（n=2,418） 10.5% 68.7% 20.6%

2022年卒
（n=2,845） 16.0% 71.3% 12.6%

2023年卒
（n=2,693） 22.1% 69.3% 8.6%

2024年卒
（n=2,686） 21.0% 73.5% 5.5%

2025年卒
（n=2,698） 18.5% 74.8% 6.7%

↓1.1pt減↓4.2pt増 3.1pt減↓

↓4.2pt増 3.1pt減↓

┤一
般
企
業
編
├
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秋空に声援響く
第62回体育大会を開催

中高生徒が教育勅語の謹書
「家庭に感謝する日」の行事

３ 名が優良生徒表彰
第60回三重県私学大会

職業観が広がり、成長を感じた ２日間
２ 年生が大阪で宿泊研修

クラスのまとまりが一段と深まる
令和 ６ 年度体育大会を開催

楽しいだけでなく、友情も深まる
� 総務副委員長　岡  本  成  矢

今年抱いた思いを糧に
� 校友会・２ 年Ａ組　小 林 なな子

クラス一丸となって頑張った
� 校友会・３ 年Ａ組　若  林  京  汰

　今回の体育大会では全校生徒が一
丸となって競技に臨み、行事として
充実したものになったと思います。
リレーや綱引きでは応援にも力が入
り、各クラスが共に勝利を目指す姿、
その団結力がとても印象的でした。
私にとって初めての体育大会であり、
皆さんに楽しんでもらえるかなど不
安もありましたが、校友会の先輩方

や先生方、そして協力的な生徒の皆
さんのおかげで、大きなトラブルも
なく行うことができました。また、応
援合戦では各学年の個性が発揮され、
会場全体が一層盛り上がりました。
今回の体育大会は楽しいだけでなく、
友情も深まる良いものだったと感じ
ました。

　チャレンジャー・ザ・ギネスでは
クラスの皆と団結でき、無事 ₁ 位に
なれて良かったです。しかし、クラ
スの目標だった ₂₀₀ 回を達成できず、
とても悔しかったです。来年は有言
実行したいです。また、バンブーレ
ースでは ₃ 年生に負けてしまい、苦

い思いをしました。終盤でも ₁ 年生
に追い上げられそうになり、とても
焦りました。
　来年は私たちが ₃ 年生となり、中
学校最後の体育大会になります。今
回抱いたさまざまな思いを糧に有終
の美を飾りたいです。

　私は、中学生最後の体育大会で
色々なことを感じました。最初の準
備では、 ₃ 年生である私たちが率先
して後輩たちのサポートをしました。
競技開始後は練習通りに競技に臨む
ことができ、練習以上の成果を上げ
ることができました。チャレンジャ
ー・ザ・ギネスだけは ₁ 位を取るこ

とができませんでしたが、全ての競
技でクラス一丸となって頑張りまし
た。 ₂ 度の延期を経た体育大会でし
たが、先生方や多くの方々のおかげ
で最後まで楽しく行うことができま
した。高校での体育大会でも全力で
取り組みたいと思います。

10月 １ 日、澄み切った秋晴れのもと、第62回体育大会が開催され
た。種目数が増えた今回はバンブーレース・人間輪くぐり（ １ 年）、

２ 人 ３ 脚リレー・ボールデリバリー（ ２ 年）、ドラゴンレース・大縄跳
び（ ３ 年）といった学年別競技のほか、クラブ対抗
リレー、学年対抗綱引き、20人リレーなどいずれ
も手に汗握る戦いが繰り広げられ、大いに盛り上
がった。

10月30日、皇學館高等学校、中学校において「家庭に感謝する日」
の行事が行われ、生徒全員が教育勅語の謹書を行った。また、生

徒はこの日までに家族への感謝の気持ちを作文に綴り、「ありがとう」
の思いを改めて感じたようだ。なお、謹書は後日装丁し、明治神宮に
奉納される。

本 校 ２ 年生が11月24日・25日
に １ 泊 ２ 日の日程で大阪へ

宿泊研修に出かけた。キャリア教
育の一環として金属工業・報道・
空港・エネルギーなど多彩な分野
の職場見学を行い、生徒たちにとっては自身の職業観を広げ、将来の進路につ
いて考える研修となったようだ。以下に生徒の感想を掲載する。

す っきりと晴れ渡り、絶好の運動日和
となった11月 ６ 日、皇學館中学校で

体育大会が行われた。どの生徒も競技だけ
でなく応援においても全力を尽くし、クラ
スのまとまりが一段と深まる大変有意義な
一日となった。

10月19日、三重県総合文化セ
ンターにおいて第60回三重

県私学大会が開催され、皇學館高
等学校の飯田育也さん、岡本兼成
さん、皇學館中学校の三島香里奈
さんが優良生徒表彰を受けた。以
下に ３ 名のコメントを紹介する。

高
等
学
校
・
中
学
校

中
学
校

高
等
学
校

【結果】
１位 ３年 ２組
２位 １年 ４組
３位 ２年 ３組

集中して教育勅語を謹書する生徒たち。
高等学校（左）、中学校（右）

渾身の力で引く「綱引き」（左）とユニフォーム姿で走る「クラブ対抗リレー」（右）

左から順に飯田さん、岡本さん、三島さん

飯 田 育 也（皇學館高等学校）

　受賞できた大きな要因に、生徒会活動があったと考えられる。思い返せば、
初めは自信を持って仕事に臨んだが、未熟なことも多くたくさんの人たちの
協力があってやっと生徒会として活動することができた。その時改めて学校
生活がたくさんの人の協力の上で成り立っていると気付かされた。
　この表彰に慢心せずに、これからも周りの人への感謝を忘れず、残り少な
い学校生活を過ごしていきたい。

岡 本 兼 成（皇學館高等学校）

　当たり前の事を当たり前にする凡事徹底の態度で日常生活を送ることが
大切だと思います。常日頃から小さなことにも気を配り、丁寧に取り組んで
いけば、いざという時に失敗することなく行動できると思います。

三 島 香里奈（皇學館中学校）

　会場には三重県の副知事をはじめとする多数の来賓の方が出席されてお
り、私と同学年の生徒を含め、計₃₄名が優良児童表彰を受けていました。こ
のような場に出席することができ、さらに気を引き締めて生活していこうと
思いました。貴重な時間でしたし、とても良い体験となりました。 【結果】

１位 ３年
２位 ２年
３位 １年

◦研修を終えて、私は将来就くであろう職に対する考え方を広げることができた
と思います。例えば野田金属工業では、金属の折り曲げや切断といった加工に
対する職人さんたちのこだわりや、一つひとつオーダーメイドで客が求めるも
のを生み出す職人さんのモノづくりへの熱い思いを感じました。

◦今回宿泊研修が終わって思ったことは、チームワークが高まったということで
す。とくに集合では皆がスッと動いていたり、３分前集合がきちんと守られた
りと、互いに声を掛けあって助け合うことができました。自分たちの成長を感
じながらとても楽しく過ごせた ２日間でした。

NHK大阪放送局（左）と野田金属工業株式会社（右）にて
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＂今年らしさ＂を盛り込み、活気あふれる学園祭に

◢ ◣

人事異動� 〔 〕内は旧職
◥ ◤

新任教職員紹介令和 6年11月 1 日付
　

❶出身・経歴 ❷趣味・特技 ❸座右の銘 ❹メッセージ
　
神職養成部 部長　

奥
お く

山
や ま

 哲
て つ

也
や

❶三重県❖皇學館大学文学部
神道学科卒 ❷映画鑑賞、博物館巡り
❸向上心 ❹神職を志す学生をしっかりサポー
トするよう努めます。よろしくお願いします。

◤素材から作るレシピ集駒 田 聡 子著�
Ａ５ 判　�
定価 ３７４円（本体価格 ３４０円）

家庭にある調味料と素材（野菜・
果物、肉、魚、卵、牛乳・乳製品、大豆
製品、海藻等）を使い、幼児から高齢者まで作ること
ができるオリジナル料理とお菓子を紹介しています。

お問い合わせ先
皇學館大学出版部　TEL ０５９６-22-６３２０
ご注文の際は、出版部ホームページ 

（右記のコードからアクセスできます）から
お申込みください。
http://shuppan.kogakkan-u.ac.jp/

最高の皇高祭にできた
校友会総務委員長　押 田 君 尋（ ₂ 年）

　今年の皇高祭は昨年とは違い、キッチンカーが多く来てく
れました。体育館の音響管理も整っていて、六十周年であっ
た去年に引けを取らない最高の皇高祭でした。
　私は、校友会として、₂ 日目のスタートとなる動画の作成と
門の飾り付けをさせてもらいました。私自身、総務委員長に就
任して初めてのビッグイベ
ントだったので、部活動の
大会前から企画の案を練っ
ていました。進行がうまく
いかず前校友会の先輩方に
助けてもらいながらも、自
分が考えていた最高の皇高
祭にできたと思っています。

　皇高祭 １日目はシンフォニアテクノロジー響ホール伊勢にて開催。祭
典では日ごろの学業成就に感謝し、生徒・教職員全員でその成果を奉告
した。続いて行われたのはレシテーションコンテスト（英語スピーチ）。今
年が第 １ 回となり、７ 人の生徒が流暢な英語を披露した。アトラクショ
ンでは中国雑技団スーパーアクロバットショーを観覧。生徒参加型コー
ナーやミニ中国語講座などもあり、大盛り上がりとなった。２日目は本
校にてクラス展示や有志発表が行われた。

第63回倉陵祭
テーマ●花車～はなぐるま～

たくさんの学生、一般市民が参加
実行委員長　瀬戸口 未来（国文 ₃ 年）

　昨年度よりコロナ禍を乗り越え、一
般の方々の来場や模擬店の再開など以
前の形に戻すことができたものの、一
部の学生による「倉陵祭」になってい
るのではないか、との懸念がありました。そこで今年はより
たくさんの学生に関わってもらおうと、部活動に所属してい
ない学生が参加できるイベント「竹あかり」を取り入れまし
た。SNSでの発信や、後夜祭は一般の方も参加できるように
しました。おかげで、晴天となった ₂ 日目は駅伝開催とも相
まって多くの人で賑わい、楽しんでいただけたと思います。
　学修の成果を発表する場としてだけでなく、地域に還元し、
さらには倉陵祭を作り上げていく過程、成功のために努力す
る姿勢こそが倉陵祭の存在意義であり、一番大切な部分だと
思います。来年度は目指す倉陵祭が今年とは違ったものにな
ることでしょう。後輩たちには心のままに進み、自分たちだ
けの倉陵祭を作ってほしいと思います。

クラスがより団結できた
総務副委員長　黒 田 若 奈（ ₃ 年）

　今回は私にとって中学校最後の皇中祭であり、またゲスト
の方が来てくれるなど今までとは違う企画がありとても楽し
かったです。
　 ₁ 日目の合唱コンクールは練習のときになかなかハーモニ
ーが揃わず、うまくいかなかったことが多々あっただけに、本
番ではうまくいきとても嬉しかったです。加えて、クラスが
より団結できたのではないかと思いました。ブックレビュー
バトルは ₃ 度目の出場でしたが、これまでで一番出来が良く、
優勝できて嬉しかったです。
　 ₂ 日目はクラス展示があり、当日までに準備が間に合うの
かなど不安が色々とありましたが、無事に当日を迎えること
ができ良かったです。記念事業の「サンドアート」に関して、
動画で見たことはありましたが、実際に生で見ると迫力が凄
かったです。体験もさせていただ
き、サンドアートがいかに難しい
ものなのか実感しました。
　全体を通して、中学校最後の皇
中祭に相応しいものとなりました。
総務副委員長として全体の実務に
携わることができて良かったです。

　 １日目は皇學館大学記念講堂にて祭典、合唱コンクール、ブックレビ
ューバトル、日本文化部による箏の演奏会が行われた。２日目の午前は
皇學館中学校にてクラス展示、文化部（未来理工部、英語部、競技かるた
部）の体験ブース、書道・美術作品展示などを行った。いずれのクラス、ク
ラブもこの日に向けて一生懸命準備を進めていた熱意が伝わる発表と
なった。午後は記念講堂に移動し、サンドアート集団「SILT」によるサン
ドアートを観賞した。サンドアートを初めて見た生徒がほとんどで、その
素晴らしさや迫力に感動していた。

皇學館大学出版部 �

新 刊 の ご 案 内
12月までに出版された新刊書籍のご紹介です。

令和６年度
皇學館大学教育学部卒業記念ミュージカル

海と陸をつなぐ宝物
　「はじめまして」は勇気の一歩　

	 ３／８土	 ３／９日
予約不要・入場無料

皇學館大学記念講堂
開場13：30　開演14：00

５年ぶりに教育学部４年生有志によるミュー
ジカルが帰ってきました!
リルとルナは、海に捨てられたゴミに悩んで
いるよ。いっしょにゴミをなくす方法を探しに
行こう! 会場でみんなを待ってるよ!!

【問合せ】
皇學館大学 教育学科研究室
TEL ０５９６-22-６４５８

講演叢書 〜令和 ５年度月例文化講座〜
年間テーマ  現代日本社会の諸相

定価 ５２４円（本体価格 ４７７円）❖Ｂ６判

第２０９輯
選挙の意義と仕組み�
　選挙をめぐる諸問題　�
� 富 永 　 健著

第２１０輯
地域で輝く若者たち�　「ウツボで地産
地消プロジェクト」の事例から　�
� 藤 井 恭 子著

第２１１輯 伝統文化教育の再建�
　大和魂の復興へ　� 岩 崎 正 彌著

第２１２輯
アフターコロナの地域交通を考える�
〜共助型交通の可能性〜�
� 笠 原 正 嗣著

第２１３輯
財産管理のサポート�
　日常生活自立支援事業と成年後見制度　�
� 鵜 沼 憲 晴著

第２１４輯
日本の外交安全保障と中国、ロシア、北朝鮮�
　我が国の平和と独立を守り抜くために　�
� 村 上 政 俊著

第２１５輯 政府の「骨太の方針」と地方の活性化�
� 新 田 　 均著

₁₁／₂圡
～₃㊐

₉／₁₉㊍
～₂₀㊎

₁₁／₁₆圡
～₁₇㊐

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
祭
典

（
斎
主
・
岡
部
博
英
教
諭
）

クラス展示

2年生によるクラス展示

合唱コンクールは 3 年Ａ組が
優勝

今回初めて行われたレシテーションコンテスト（英語スピーチ）

1 年生によるクラス展示

記念講堂で執り行われた祭典
（斎主・岩﨑眞理教諭）

吹
奏
楽
部
に
よ
る

圧
巻
の
演
奏

令和 6年10月31日付
■ 退　職 ▶�
神職養成部神職養成担当 課長� 北野　貴之
令和 6年11月 1 日付
■ 採　用 ▶
大学事務局神職養成部 部長� 奥山　哲也
■ 配置換 ▶
法人本部事務局 調査役� 秦　　昌弘
� 〔大学事務局神職養成部 部長〕

祭典：倉陵祭の成功と安全を祈願（斎主・中山郁教授）

模擬店 ステージ発表

竹の伐採から完成まで多くの
学生が一致協力した「竹あかり」

第45回皇中祭
テーマ●Make good memories 

～協力して楽しもう～

第62回皇高祭
テーマ●Earth 

～地球の未来を考える～

実行委員のメンバー

実行委員のメンバー
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ふみくら倶楽部が
「Library of the Year ₂₀₂₄」 協賛社特別賞受賞

皇學館高等学校 勝田茉鈴さ
（２年）

んが
アジア生物学教育協議会で研究発表
アジア生物学教育協議会 AABE 2024

　皇學館高等学校 ２ 年の勝
田茉鈴さんが10月12日から
14日にかけ愛媛大学で開催
されたアジア生物学教育協
議会（Asian Association for 
Biology Education）２０２４＊に
参加し、「フェモラータオオ
モモブトハムシ」の研究成
果をポスター発表した。
　フェモラータオオモモブ
トハムシは東南アジアやイ
ンド、中国南部などの熱帯
地域に広く分布する羽虫の一種。国内では平成21年に松阪市に定着している
ことが発表され、以降、生息域の拡大が懸念されている。犬の散歩中に赤紫
色に光るこの虫を見かけ、興味を持ったと話す勝田さん。研究する中で、成
虫期間が倍に伸びているなど新たな発見があったという。
　ポスターはもちろん、発表や質疑応答など会議はすべて英語で行われた。生

物の専門用語などの翻訳に苦労したが、想定
される質問や回答をしっかり準備したため、
当日は楽しむ余裕があったという勝田さん。
今回の参加を通して、コミュニケーション力
が高まったと話す。今後はさらに語学力を磨
き、化学や生物の知識を増やして、大学では
環境問題に取り組みたいと意欲を語った。

　先天性難聴を抱える松山心さんが幼
いころからの夢であるプロ野球選手を
めざし、独立リーグ・徳島インディゴ
ソックスへの進路を決めた。
　身長１８０センチ、体重88キロ、右腕か
ら繰り出される最速 １４８ キロのストレ
ートが持ち味。ろう野球大会の日本代
表に ２ 度選出されるなど（本紙 88 号参

照）、実力は折り紙付きだ。 ４ 年生の春
から本格的な肉体改造に取り組み、現
在はベンチプレス90㎏、スクワット２１０
㎏、デッドリフト２３５㎏と計５３５㎏を上
げられるまでに。「プロで求められるた
め、球速１５０キロ台後半をめざしている。
コーナーを突く制球力も身に付けたい」と努力を惜しまない。
　「手話を使うろう野球と違い、一般野球は口話でコミュニケーションを取ら
なければいけないので難しい」と松山さん。本来は人見知りするタイプだが、
自分から積極的に話しかけるよう心掛けているという。また、自身が試合に
出られない中、チームメイトが次々と結果を残し焦りを感じることもあった
が、長所を伸ばす練習をすれば結果がついてきたと話す。「障害があっても、
プロで活躍できると示したい」　　夢は始まったばかりだ。

　本学附属図書館を中心に活動する学生ボランティア団体「ふみくら倶楽部」
が「Library of the Year ２０２４」の協賛社特別賞を受賞した。
　「Library of the Year」は、これからの図書館のあり方を示唆する先進的な活
動を行っている機関に対して、NPO法人知的資源イニシアティブ（IRI）が２００６
年から毎年授与している賞。ふみくら倶楽部は今回「地域社会と大学図書館
とをつなげる開かれた学生協働活動」として、「伊勢河崎一箱古本市」の開催
や県内公共図書館との連携イベントの実施など、地域社会との交流に活動領
域を広げたことで、従来の学生協働の認識をよりオープンなものに変えてい
ると高く評価された。また、大学図書館内外のさまざまな交流ネットワーク
で培った知識と経験を図書館活動に還元し、展示やイベント企画にも工夫を
凝らすなど新たな図書館の魅力を発信している点、 １ 年ごとにメンバーが入
れ替わる大学において、コロナ禍を経ても活動を継続している安定した組織
づくりも授賞理由に挙げられた。

松山 心さ
（現日４）

んがNPBをめざし独立リーグへ

■特■別■企■画
推し本ブック・トーク
ふみくら倶楽部メンバーの ２人が
令和 ７年（２０２５）に向けおすすめの本を
紹介します。

中村始桜さん（国文４）の推し本
『ラジオの技術・産業の百年史 大衆メディアの誕生と変遷』

岡 部 匡 伸 著
勉誠出版❖２０２０年12月❖定価 ５９４０円
　
　２０２５年がラジオ開局１００周年にあたるため、ラジオを聴かな
い人も、この機会にラジオについて勉強してみてもいいので
はないかと思い選びました。５５０ページと分厚いですが、内容
がかなり細かく分かれているので読みやすいです。まずは興
味のある節だけでも読んでみてください。

西潟史有香さん（国文４）の推し本
『三島由紀夫レター教室』（小沢健二デザイン帯付き）

三島由紀夫 著
筑摩書房❖１９９１年12月❖定価 ６８２円
　
　私も１００年つながりで、２０２５年に生誕１００周年を迎える三島
由紀夫の本を選びました。三島作品の中では重たい気持ちに
ならず読める本です。男女 5人のさまざまな出来事がすべて
手紙形式で表現されており、ユーモアと皮肉たっぷりで笑い
ながら読める作品です。

座右の銘は「姿即心（すがたすなわちこころ）」と
松山さん

11月7日、パシフィコ横浜で開催された図書館総合展にて表彰式が行われ、ふみくら倶楽部のメンバー
8名が参加。協賛社を代表してキハラ株式会社の木原一雄社長より賞状を授与された

高校生ポスター発表部門に参加した勝田さん

フィリピンの公園で「フェモラータオオ
モモブトハムシ」を見かけたと話しかけ
られたそうだ

左から中村さん、西潟さん

＊アジア生物学教育協議会（AABE）は、主にアジア地域の生物学教育者、生物学研究者、生物
学教育に関心のある人々で構成される非営利の学術団体。アジア諸国における生物学の教育�
の改善及び研究の促進、国際会議の隔年開催、生物教育に関する国際誌「Asian Journal of 
Biology Education」の発行などを行っている。

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代
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Y

宝
箱

皇
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